
厚生労働大臣 殿  

ＵＡゼンセン 

日本介護クラフトユニオン 

要 請 事 項 

介護業界の有効求人倍率が 4.15 倍（2020 年 5 月、全産業 1.20 倍）と深刻な人材不足に陥っている現在、

介護従事者は新型コロナウイルス感染症の不安と闘いながら、「休みたくても休むことができない」状況の

もと介護業務に従事し、高齢者の暮らしや命を護り続けています。介護人材は、2025 年度末には約 245 万

人の需要が見込まれていますが、現状のままでは介護人材の不足により介護を必要とする高齢者への対応が

できなくなり、介護難民が多数発生することは明らかです。 

介護人材の確保・定着のための最大の処方箋は処遇改善です。介護従事者が希望と誇りをもって永く働き

続けられる処遇を実現することが、介護保険制度の持続を可能にするとともに介護サービスの質の向上に寄

与すると考えています。 

こうした観点から、２０２１年度介護報酬改定にあたって、介護従事者の立場から下記の要請を行います。 

 

１．介護従事者が、介護の仕事を安心・安定して永く続けることが出来るよう介護報酬水準を

設定してください。 

２．ご利用者・ご家族そして介護従事者が、理解し納得できるよう簡素な仕組みの介護報酬

を設定してください。 

※署名は消えないボールペンで、住所は都道府県からご記入をお願いします。 

※住所欄は「同上」「〃」の記載でも可能です。 

※記入された個人情報は要請活動以外の利用および弊組で保存することは一切ありません。 

※WEB上での署名も展開中です。こちらもぜひご協力ください。 

ＮＯ 氏  名 住    所 

１ 
      都 道 

府 県 

２ 
      都 道 

府 県 

３ 
      都 道 

府 県 

４ 
      都 道 

府 県 

５ 
      都 道 

府 県 

６ 
      都 道 

府 県 

７ 
      都 道 

府 県 

８ 
      都 道 

府 県 

９ 
      都 道 

府 県 

10 
      都 道 

府 県 

私は、署名用紙に記入された氏名・住所を要請として大臣に提出する目的で使用することに同意します。 


